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化学 i八 実験プリント No. 1 0 2 3.試験管にllXり分けた液体の蒸留防総と査を.色や突いな
l年起1m氏名 ど。
実験日_iF-_万二二百() 共同実験者 エタノール( 秒~ 秒)
(1)実験の指導について 実験テーマ・コンピュ-nt測を{吏ってウイスキー の71i.徳 一一一一一rnlくらい


















3. k駿裟i従のよ抗日 校分かれの部分と混合液の，¥，の2カ ? 出j溢と1正気温を比べると温度差がある。どうしてI温度
{i[rにf俊樹センサを差し込む。 長ができるのか。
CDn判{fti(クラフ)を¥U;がっ ウイス与ー かフエタノー ルをうJ績できる。 4， mVIソフトの"実験開始"ボタンをクリックしてかり"正気の翠と温度去のI~I係をふまえて説明しなさい。ノ、ーナーに，I.~j.火し加l航する。
!日嘩l吋千jと}畳:撃のifれ
嘩人 rノ'i! 1 ~-.tウイスキーかりエタノールを分厳してみます。 j
E免許'1¥1(jのota -'%ili という分縫U~(l物資のどん日開貨の通いを
il!1I1ずるのかリ}








































本のJ弗~ 1 00'1: 
エタノー んの沸市ニ 78.3'1:
5. {1世 j詰~正気温を~ながら守純粋なエタノールf 混合物白
水を試験管に取り分ける。
6.液j益 支気温がともに約100"CIこなったら30秒待って 3 甲のウイスキーのアルコール分lま43%である。試験
実験を停止する。 管iこ起り分けた液体の成分を
7， J!験結梁をハードディスクに保存する。(メニューに 笹寂しなさい(~が~%， ~が~%)。
渓って，新規記録)試験せ①
一主1;窓一、 " ， ""~' ._d:-'_ ..~_n.... ~ .1. I試験管o
出産，'.J.;..li!.f純軒、むエタノー んが分離できるのは蒸留実験の ①ノ、ソコ /1こ薬品や水かかからないように。実験装遣を少
一線分であることを強s払 し離してd9:躍すること。 試験管③





腕 占ぷぷ3212T?しながり て非常に然くなっている)。 い)
ン二画面，-戻りせるよっIー する鋭察と記録 実験の準備 n実験中 n




































アンケートは「化学 1A J受講者の i年生、 119名を
対象に行った。このうち欠席者をのぞく 111名から回答






















ノー}ヤパ"ンH 初 陀 q わと~\ I"，!号室 りいての 7ンヤ戸6.!1 4.'-rHの挺室"
" '" .略きうる土、めの淘"陀t 、 1';. 1$. 凶~ :! rA併ム イ
り主也九 !s [.1: 11. ~ぇ f: 1 1 ~茶人~ t <}t.. 勺
! んむた !ft.'rがH~ ~ Iカ
r とごし1さ 4 と町、均と">えよH ~ 
今 とうと t、え!!I1 ~ エ IUt二 勺、ノ 3
4ト
バノ 2ノ Jぃプ "1i :1/乞晶 タめ係'"に J色、'"き 11. ク
との柄拘f'ill:..ヲじた今 '1、::!!るむのに4‘ミつ">:'(， ~コ} 乍
r γηII~ J) イ < 今 'I! J_ &..Jや~"のよ 2 
t. tn!色 匂
(tと~心、とも~JI!!...1. L.た冷 '1、ご i・2るれのにいれ s
ア Jー プ{. ~1I';i 。伶民 1 必 I.~ I:l;ι・4・" ず ケーと、己、と寸 eか勺? 記入してト
カ みの惟
(tとん"緬楯さぜか勺 (Sa 00 S/γ FI，!タ今ン;(. tγノス 文筆ロと



































































。首 5% 15覧10% 20覧 25覧 30覧
図5 機種は何ですか













6 )については 1'"'-'3時間の手IJ用が最も多く、全体の 6
割強である。この時間数は、授業時間を 2時間弱と考え
て、授業のみ、もしくはそれ以外に多少の利用のみであ
















































































実験は40名の 2クラスでは 8名で 1班、残りの 2クラス











































:14 2首 ?日 1¥
:lQ 6¥ 22.5覧
27.9¥ 16.a 
29 7' 20.7$ 
国 2.7'



















べき点は、どの項目についても r1 Jや 12 Jといった
否定的な回答が少ないことである。ほとんどの項目につ
いて否定的な評価は 2~IJ に満たない。逆に肯定的な評価
(1 5 Jや 14 J)は多く、ほとんどの項目について 5割
以上、もしくは 5害IJに近い。特に、結果が判りやすいと
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